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「緊急事態宣言」の期間が延長されました。「５月６日までは」と耐えてきた子どもたち、そ 
して保護者の皆様も、そろそろ「気持ち的」に限界がきているのではないかと危惧しています。 
「新しい生活様式」の提案もなされました。子どもたちへの「指導」とともに、その考えをど 
う学校の生活の中に「具現化」していくかについて、知恵をしぼっていかねばと考えています。 
 
 
【校長のつぶやき】 その３１ 「オンライン授業」 
 
 前号で「子どもの学びをすすめるために」と題し、「新たな学びのイメージ」を提案してみた。 
 最近、「オンライン授業」とか「オンライン学習」という言葉を聞くが、今まで親しんでこなかったので 
ちょっと混乱している。そこで、整理をしてみることにした。 
 
◇「オンライン授業」には2 種類ある。  
  ① オンライン授業（録画） 録画した映像をインターネットで一方向で配信   
    塾や予備校の授業などでよく活用されている手法。自分のペースで好きな時間に学習できる。 
 
  ② オンライン授業（LIVE 配信） ネット回線や衛星回線を使ってのLIVE 配信  
    高性能web 会議システム・テレビ会議システムなどを活用した生放送の授業。 
    動画でお互いの顔を確認でき、質疑応答や画面共有機能で効率よく学習できる。 
 
 
◇２種類の「オンライン授業」に本校はどう取り組むか。 
 
 ○「オンライン授業（録画）」への取り組み  Ü 「eboard ホームスクール」Ü  
   すべての授業の録画を本校だけで準備をすることは現実的ではない。そこで「既にあるもの」を活用

することが必要になる。 
   前号では、「動画で学ぶ」として、「NHK for school」「Edumall」を紹介したが、その後もっと

よいものを見つけた。それは、「eboard ホームスクール」の活用である。 
 
                     ◇「eboard ホームスクール」  
                        本校独自契約の「まなびポケット」にログインすると、

「eboard ホームスクール」というコンテンツがある。この臨
時休校期間に合わせ「時間割形式」に変わった。 

                        「教科」と「単元名」から選んでクリックすると、「NHK 
for school」や「動画」を見ることができる。 

 
                        前回紹介した「Edumall」は市が推奨しているものだが、

公開は５月末までになるという記載があった。それに対し、
「まなびポケット」は有償のコンテンツは５月末で終了だ
が、「eboard ホームスクール」だけは今後も無償での利
用が可能である。 

 
 ○「オンライン授業（LIVE 配信）」への取り組み   Ü 「Microsoft teams」 Ü  

 こちらでよく使われるアプリに「Zoom」がある。大学や塾の「オンライン授業」
で使われることが多い。各自所持のメールアドレスで利用できる利便性がその理由の
一つだと思う。しかし、セキュリティの問題も聞こえてくる。 

そこで、今回、テレビ会議システムを内包する「Microsoft teams」に本校を登録
してみた。教育機関は「無償」で使用することができる。まずは、教職員同士で試し
てみて、うまくいったら、家庭にネット環境の整っている高学年の子どもたちと「オ
ンラインミニ集会」でもしてみようと考えている。 

 
文部科学省は、学校で行う「授業」のことを「対面指導」と表現している。それは「対面指導」以外の教育の 

存在を認めているようにも感じる。「オンライン授業」もその一つであり、益々存在感が増すのかもしれない。 

  


